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学
がっ

校
こう

は、みなさんが、安
あん

心
しん

してすごすことができる場
ば

所
しょ

であることが
ひつようです。そのために、「いじめ」は、絶

ぜっ
対
たい

あってはならない
ものです。このデジタルブックを読

よ
んで、みなさんが、相

あい
手
て

の気
き

持
も

ちを
今
いま

よりも考
かんが

えて行
こう

動
どう

することができるようになることを期
き

待
たい

しています。

こどもばんの作
さく
成
せい
に当

あ
たって
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どんなことが・「いじめ」なのだろう？？
　相
あい
手
て
が、・いやな思

おも
いを・した場

ば
合
あい
は、・「いじめ」となるよ。

※ これらは、全
すべ

て 「いじめ」だよ。

おにごっこで おにを
決
き

めるときに、いつも 
同
おな

じ子
こ

を おににする。

同
おな

じ子
こ

に ぶつかったり、
その子

こ
の持

も
ち物

もの
を 

よく落
お

としたりする。

何
なに

も言
い

わずに、 勝
か っ て

手に
ともだちの えんぴつや

消
け

しゴムを 使
つか

う。

Ｓ
えす

Ｎ
えぬ

Ｓ
えす

などや
オンラインゲームなどで、
ともだちの悪

わる
口
ぐち

を 言
い

う。

●・「行
おこな
った子

こ
」の・人

にん
数
ずう
は・関

かん
係
けい
ないよ。

　（一
ひと り
人でも、・複

ふく
数
すう
でも・同

おな
じだよ。）

●・暴
ぼう
力
りょく
が・「あった」、・「なかった」は・関

かん
係
けい
ないよ。

●・行
こう
為
い
の回

かい
数
すう
は、・関

かん
係
けい
ないよ。

　（１回
かい
だけでも、・何

なん
回
かい
やっても同

おな
じだよ。）

●・行
こう
為
い
の・内

ない
容
よう
ではんだんせず、・相

あい
手
て
がどう感

かん
じて

いるかで・はんだんするんだよ。

ポ イ ン ト
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たとえば…

親
しん

切
せつ

の つもりで やったのに…

悪
わる

気
ぎ

は なかったのに…

つい、かっとなって…

あの子
こ

にはらが立
た

つから…

発
はつ

言
げん

の 苦
にが

手
て

な子
こ

に、「〇〇さんも 何
なに

か 言
い

いなよ。」と言
い

った。

リレーで バトンを 落
お

とした子
こ

に、 「何
なに

やってんだ！」と 
大
おお

きな声
こえ

で言
い

った。

体
たい

育
いく

の 時
じ

間
かん

などで、 「あなたのせいで 負
ま

けた！」と
その子

こ
に言

い
い続

つづ
けた。

しっぱいを するたびに、「きもい！」、「足
あし

をひっぱるな！」
など悪

わる
口
ぐち

を言
い

った。

持
も

ち物
もの

を かくして、「かくされた子
こ

」が ないている 
ようすをわらって見

み
ていた。

試
し

合
あい

で 負
ま

けたかわりに、メンバー全
ぜん

員
いん

に、お金
かね

をはらう
よう命

めい
令
れい

した。

お金
かね

を 持
も

って来
こ

ないことを 理
り

由
ゆう

に、なぐったり、
けったりした。

うっかりぶつかってきた子
こ

に、悪
わる

口
くち

を 言
い

い、にらんだ。

うっかりぶつかってきた子
こ

に 対
たい

して、その場
ば

で たたいた。

ここに・書
か

かれているものは、・いじめにつながる行
こう

為
い

だよ。ひどいものに
ついては、・犯

はん

罪
ざい

行
こう

為
い

として、・けいさつと一
いっ

緒
しょ

に対
たい

応
おう

することもあるよ。

1

2

3

4
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あやまれば・「いじめ」は　おしまい？？

「『いじめ』かどうか」や「『いじめ』の
解
かい

消
しょう

」は　だれが　きめるの？？

　「いじめ」が、・なくなったじょうたいを・「いじめの
『解

かい
消
しょう
』」と言

い
うよ。

❶ いじめの行
こう

為
い

が 少
すく

なくとも ３か月
げつ

以
い

上
じょう

、行
おこな

われて
いない。

❷ 行
こう

為
い

を受
う

けた子
こ

が いやな思
おも

いを していない。
この２点

てん
が・かくにんできてから、・解

かい
消
しょう
されたかどうかを・

はんだんするよ。

　「いじめ」のじょうほうが・「いじめ」かどうかや、・
「いじめ」が・解

かい
消
しょう
されたかどうかは、学

がっ
校
こう
の・「学

がっ
校
こう

いじめ対
たい
策
さく
委
い
員
いん
会
かい
」という会

かい
議
ぎ
で・話

はな
し合

あ
われ、・校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい

が　はんだんするよ。

「あやまった」、・「今
いま
は何

なに
もしていない」だけでは、・

いじめが・解
かい
消
しょう
されたことには・ならないよ。

ポ イ ン ト

東
とう
京
きょう
都
と
の・全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
には、・「学

がっ
校
こう
いじめ対

たい
策
さく
委
い
員
いん

会
かい
」があるよ。

ポ イ ン ト
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1

「いじめ」が　起
お

きないように、学
がっ

校
こう

では　
どんなことを　しているのかな？？

　学
がっ
校
こう
ごとに、　いじめが起

お
きないようにするための

対
たい
策
さく
についての　基

き
本
ほん
的
てき
な取

とり
組
くみ
が　書

か
かれたものだよ。

●・東
とう
京
きょう
都
と
の・全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
は、・「学

がっ
校
こう
いじめ防

ぼう
止
し

基
き
本
ほん
方
ほう
針
しん
」を、学

がっ
校
こう
のホームページに・公

こう
開
かい
して

いるよ。

●・新
しん
学
がっ
期
き
のはじめに、・「学

がっ
校
こう
いじめ防

ぼう
止
し
基
き
本
ほん
方
ほう
針
しん
」に

ついて、学
がっ
校
こう
だよりや保

ほ
護
ご
者
しゃ
会
かい
などで説

せつ
明
めい
をし、・

各
かく
家
か
庭
てい
などへ・知

し
らせているよ。

●・各
かく
学
がっ
校
こう
は、・毎

まい
年
とし
、・３学

がっ
期
き
の後

こう
半
はん
に、「学

がっ
校
こう
いじめ

防
ぼう
止
し
基
き
本
ほん
方
ほう
針
しん
」の見

み
直
なお
しをしているよ。

ポ イ ン ト

　・学
がっ

校
こう

　いじめ防
ぼう

止
し

　基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん
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東
とう
京
きょう
都
と
の・公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
ではたらく先

せん
生
せい
方
がた
は、・教

きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい

が・行
おこな
う勉

べん
強
きょう
会
かい
など、・学

がっ
校
こう
の外

そと
でも、・いじめについて

の勉
べん
強
きょう
をしているよ。

ポ イ ン ト

　・先
せん

生
せい

たちによる 「いじめについての勉
べん

強
きょう

会
かい

」2

　東
とう
京
きょう
都
と
の　全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
では、　先

せん
生
せい
方
がた
が、　いじめ

についての　国
くに
のきまりの　内

ない
容
よう
などを　しっかり理

り
解
かい

し、全
ぜん
員
いん
で　対

たい
応
おう
をできるようにしているよ。

　先
せん
生
せい
方
がた
は、　みんなのこまっている様

よう
子
す
から、　早

はや
く

いじめに気
き
づくことが　できるように　するために、　

１年
ねん
間
かん
で３回

かい
以
い
上
じょう
、校

こう
内
ない
での勉

べん
強
きょう
会
かい
をしているよ。
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みんなに対
たい
して、

●・いじめは・絶
ぜっ
対
たい
に・ゆるされない・行

こう
為
い
であること

●・たとえ、・相
あい
手
て
に・原

げん
因
いん
があるとしても、・いじめに

なる方
ほう
法
ほう
でやり返

かえ
しては・いけないこと

●・同
おな
じ言
こと
葉
ば
や行
こう
為
い
でも、・楽

たの
しいと感

かん
じる人

ひと
もいれば、

つらいと感
かん
じる人

ひと
もいるなど、・人

ひと
によって・感

かん
じ方
かた

がちがうこと

などを・学
がく
習
しゅう
できるようにしているよ。

ポ イ ン ト

3

　東
とう
京
きょう
都
と
の・全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
では、・全

すべ
ての学

がっ
級
きゅう
で、・１年

ねん
間
かん

で３回
かい
以
い
上
じょう
、「いじめについての授

じゅ
業
ぎょう
」を・行

おこな
っているよ。

　・いじめについての授
じゅ

業
ぎょう
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4

　東
とう
京
きょう
都
と
の・全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
では、・各

かく
学
がっ
校
こう
の・いずれかの

学
がく
年
ねん
で、年

ねん
間
かん
１回

かい
以
い
上
じょう
の・「Ｓ

えす
Ｏ
おー
Ｓ
えす
の出

だ
し方

かた
についての

教
きょう
育
いく
」を・ 行

おこな
っているよ。

●・みんなが、・「身
み
近
ぢか
にいる大

おとな
人に・Ｓ

えす
Ｏ
おー
Ｓ
えす
を出

だ
すことが

できるようにすること」を・目
もく
的
てき
としているよ。

●・「いずれかの学
がく
年
ねん
で、・年

ねん
間
かん
１回

かい
以
い
上
じょう
の授
じゅ
業
ぎょう
」とは、

たとえば、・小
しょう
学
がっ
校
こう
の場

ば
合
あい
、・６年

ねん
間
かん
で・１回

かい
以
い
上
じょう
の

授
じゅ
業
ぎょう
を行
おこな
うということだよ。

ポ イ ン ト

　・Ｓ
えす

Ｏ
おー

Ｓ
えす

の出
だ

し方
かた

についての教
きょう

育
いく
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2
　みんなや保

ほ
護
ご
者
しゃ
の方

かた
は、・こまったことがあった時

とき
に、

いつでも・学
がっ
校
こう
の先
せん
生
せい
方
がた
に・相

そう
談
だん
をすることができるよ。

　たんにんの先
せん
生
せい
だけでなく、・学

がく
年
ねん
の先

せん
生
せい
、・保

ほ
健
けん
室
しつ
の

先
せん
生
せい
、図

と
書
しょ
室
しつ
の先

せん
生
せい
など、・話

はな
しやすい先

せん
生
せい
に・相

そう
談
だん
をする

ことができるよ。

　みなさんは、・心
しん
配
ぱい
なことや不

ふ
安
あん
なことが・あったときには、

学
がっ
校
こう
にいる・スクールカウンセラーの先

せん
生
せい
に・いつでも・相

そう
談
だん
を

することができるよ。

　・学
がっ

校
こう

での相
そう

談
だん

について

●・スクールカウンセラー・

いじめをなくすために、・自
じ
分
ぶん
のことだけでなく、・とも

だちのことで・見
み
たり聞

き
いたりしたことも・書

か
くことが

できるよ。

ポ イ ン ト

1

　東
とう
京
きょう
都
と
の・全

すべ
ての公

こう
立
りつ
学
がっ
校
こう
では、・みんなが・いじめにあって

いないかを・知
し
るためのアンケートを・１年

ねん
間
かん
で３回

かい
以
い
上
じょう

行
おこな
い、・その内

ない
容
よう
を・学

がっ
校
こう
の先
せん
生
せい
方
がた
で・かくにんしているよ。

アンケートについては、・学
がっ
校
こう
や学
がっ
年
ねん
ごとに・作

つく
っているよ。

　・いじめについてのアンケート

「いじめ」を　早
はや

く　見
み

つけるために、学
がっ

校
こう

では　どんなことを　しているのかな？？
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3

　いじめなどのなやみや・不
ふ
安
あん
なことが・あったとき、・学

がっ
校
こう

の先
せん
生
せい
たちに・相

そう
談
だん
をしづらい場

ば
合
あい
には、・学

がっ
校
こう
以
い
外
がい
の所
ところ

にも・相
そう
談
だん
をすることが・できるよ。

　夏
なつ
休
やす
み、・冬

ふゆ
休
やす
み、・春

はる
休
やす
みの前

まえ
に、チラシを配

くば
っているよ。

●・自
じ
分
ぶん
のことだけでなく、・学

がっ
級
きゅう
のことや・ともだちの

ことなども・相
そう
談
だん
をすることができるよ。

●・たんにんの先
せん
生
せい
に話

はな
しづらいことを、・スクール

カウンセラーの先
せん
生
せい
に相

そう
談
だん
をすることも・できる

よ。

ポ イ ン ト

　・学
がっ

校
こう

以
い

外
がい

の相
そう

談
だん

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

向
む

け「不
ふ

安
あん

やなやみがあるときは… 一
ひ と り

人でなやまず、相
そう

談
だん

しよう」

夏
なつ

休
やす

み、冬
ふゆ

休
やす

み、春
はる

休
やす

み前
まえ

に配
くば

られるチラシ
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児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

用
よう

  「いじめ防
ぼう

止
し

等
とう

啓
けい

発
はつ

しりょう」

いじめを　ふせいだり、
いじめに　あったときに
相
そう
談
だん
したりすることについて
学
まな
べる　しりょうだよ。

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

向
む

け
「相

そう
談
だん

するとどうなるの？？」
保
ほ

護
ご

者
しゃ

向
む

け
「相

そう
談
だん

窓
まど

口
ぐち

一
いち

覧
らん

」
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　学
がっ
校
こう
の先

せん
生
せい
方
がた
は、・行

こう
為
い
を受

う
けた子

こ
によりそい、・その子

こ

の不
ふ
安
あん
がなくなり、・安

あん
心
しん
して・学

がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
を送
おく
ることができる

ようになるまで、ささえるよ。

●・学
がっ
校
こう
の先

せん
生
せい
方
がた
は、保

ほ
護
ご
者
しゃ
の方
かた
とじょうほうをつたえ

合
あ
いながら・対

たい
応
おう
するよ。

●・いじめのじょうきょうや・内
ない
容
よう
によっては、学

がっ
校
こう
だ

けでなく、・けいさつが・きびしく対
たい
応
おう
する場

ば
合
あい
もあ

るよ。

ポ イ ン ト

もし　「いじめ」が　起
お

こったら、　先
せん

生
せい

たちは　
どんなことを　してくれるのだろう？？

●・ともだちを　たたいたり　けがをさせたりすること　
（これは、　「暴

ぼう
行
こう
」という　はんざい　です。）

●・ともだちのものを　かってに　もっていったり、　
つかったりすること

　・（これは、　「せっとう」という　はんざい　です。）

●・「なかま外
はず
れにする」と、おどして、むりやりお金

かね
や

ものをとりあげること
　・（これは、　「きょうかつ」という　はんざい　です。）

いじめが「はんざい」になることがあるよ
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　みなさんの　学
がっ
級
きゅう
や学
がく
年
ねん
、学
がっ
校
こう
で、　いじめ

問
もん
題
だい
について　一

ひとり
人一

ひとり
人が、　どのようなこと

に取
と
り組

く
めるかを　話

はな
し合

あ
ってみましょう。

●・何
なに
を話
はなし
しても　大

だい
丈
じょう
夫
ぶ
という、　安

あん
心
しん
して話

はな
せる場

ば
を　

みんなで　つくること。

●・ともだちの　こまっている様
よう
子
す
を　気

き
にするように　

すること。

●・いじめは　自
じ
分
ぶん
たちの問

もん
題
だい
　という考

かんが
えや、　いじめを　

ゆるさないという　雰
ふん
囲
い
気
き
を　つくること。

●・Ｓ
えす
Ｎ
えぬ
Ｓ
えす
の　使

つか
い方
かた
を　見

み
直
なお
すこと。

みんなで　考
かんが
えよう

いじめが　起
お

こらないように、
自
じ

分
ぶん

たちができることをしっかりとやろう。

自
じ
分
ぶん
たちができること（れい）

《参
さん
考
こう
》



いじめを受
う

けた人
ひと

は

そのことをずっとわすれないよ

心
こころ

のきずは、一
いっ

生
しょう

のこるんだよ

身
み

近
ぢか

な大
お と な

人があなたを必
かな

ず守
まも

ります

このデジタルブックを読
よ

んで、
自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えや行
こう

動
どう

することを考
かんが

えましょう。




